
第５学年１組 国語科学習指導案 

千葉市立都小学校 

指導者 大竹 拓郎 

１ 単元名  「漢文を楽しむ会」をひらこう 

 

２ 単元の目標 

  ○言葉の響きやリズムのよさと昔の人のものの感じ方や考え方に関心を持ち、さまざまな漢文の作

品を進んで味わおうとする。                     （関心・意欲・態度） 

  ○親しみやすい漢文について、内容の大体を知り、音読することができる。 

（伝国・言語についての知識・理解・技能） 

 

３ 単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 
言語についての 
知識・理解・技能 

・漢文の書き下し文の響きやリズムのよさを

楽しみ、進んで音読しようとするとともに、

昔の人と自分との、ものの見方や感じ方の

共通点や違いに関心をもっている。 

・親しみやすい漢文について、内容の大体を

知り、音読している。 

《伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 ア（ア）》 

 

４ 単元について 

（１）本単元を貫く言語活動と扱う教材 

  本単元では、「お気に入りの漢文を紹介する」という言語活動を設定する。長い年月をかけて培われ

てきた文化である漢文やその書き下し文、現代語訳にふれる経験は、自我に目覚め始めた高学年の児

童の中に共感や納得などさまざまな気持ちを芽生えさせるだろうと考える。漢文に楽しみながら親し

ませていくために、今回は教師自作の漢文集『漢文に親しもう』の中からお気に入りを選び、同じ作

品を選んだ友達とともにその良さを音読を交えて紹介する活動を行う。気に入った作品を選んだりそ

の理由を考えたりする活動や友達と作品の魅力について話し合う活動は、児童の漢文に対する関心・

意欲を引き出し、主体的に取り組もうとする学習につながるだろうと考える。さらにそれを学級の友

達に紹介する活動では、聞いている相手を意識することで、作品のよさが伝わるような発表にするた

めに、作品が表す情景や内容について深く読み取ろうとするだろう。これらの活動により、「親しみや

すい漢文について、内容の大体を知り、音読しようとする。」《伝統的な言語文化と国語の特質に関す

る事項 ア（ア）》を実現することができると考えた。 

教育出版のひろがる言葉（上）には、「春暁」「春夜」「静夜思」の漢詩三編と、「論語」「大学」の一 

節が掲載されている。それぞれ、現代の言葉とは異なるリズムや響きを読み味わったり、昔の人のも

のの見方や感じ方を感じ取らせたりするために選定されているものであるが、本単元では、より多く

の作品にふれさせることで、自分の思いや考えにぴったりのものを見つけ、古典への興味・関心を引

き出したいと考えた。そこで、『漢文に親しもう』を教材として使うことにした。そこには、音読する

ことで季節やリズムを感じ取りやすいと考えたもの（「江南の春 杜牧」「春望 杜甫」「探春 戴益」）、

昔の人のものの見方や感じ方を簡潔にとらえやすいと考えたもの（「論語」から数編）を載せる。これ

らを毎日の音読の一つとしても取り組めるようにし、無理なく親しませていきたいと考える。 

 



（２）本単元で身につけさせたい力 

  本単元では、自ら選択した漢文の書き下し文を音読しながら、選んだ理由や感じたことを友達と交

流する活動を行う。漢文に触れた経験の少ない５年生の実態をふまえ、声に出して読むことを大切に

した指導をすることで漢文に親しませていきたいと考えた。そこで、毎時間のはじめに前時に扱った

作品などを声に出して読む時間を設定する。音読の仕方をいろいろ工夫し楽しく取り組めるようにす

るとともに、漢字を読む順番を変えたり送り仮名を補ったりして漢文に親しんできた日本人の工夫に

ふれながら、言葉の響きやリズムに親しませていきたい。「楽しむ会」においても、音読や暗唱は紹介

の中に必ず入れさせることで、さまざまな作品を音読する機会を多く作るようにし、声に出して読む

心地よさを味わわせていきたい。 

漢文に親しむためには、自分の思いや考えにぴったりの作品と出会うことが効果的である。そこで

今回は、『漢文に親しもう』の中から気に入った作品を選び、同じ作品をお気に入りとした児童同士で

の交流を取り入れる単元構成を考えた。それにより、選んだ作品に対する興味関心がより高まるだろ

う。単元のまとめの「漢文を楽しむ会」のグループ発表の際、作品を音読する場面をつくるようにし

た。気に入った理由を共有したり書き下し文と現代語訳を比べて情景や作品の背景をつかませたりす

ることが、より豊かな音読につながるように、紹介に向けて各グループを支援していきたい。 

  以上のことから、本単元で身につけさせたい力を以下のように設定する。 

   

 

 

（３）（１）と（２）の基盤となる言語環境や継続的な取り組み 

 ○音読カードの取り組み 

  ・本学級では毎日の家庭学習として、音読に取り組んでいる。その課題として、教科書教材や詩の

他に、「枕草子」「春暁」「江南の春」などの古典作品や「雨ニモ負ケズ」などの文語調の作品も扱

ってきた。また、暗唱にチャレンジする取り組みも行い、暗唱できるようになった児童が増えて

きている。また、朝の会の中に音読する時間を位置づけ、古典や文語調の作品に親しむ機会を継

続的に作ってきた。 

 ○話し方・聞き方の掲示 

  ・場に応じた話し方や聞き方が身につくように、教室前面に「話し方・聞き方あいうえお」を掲示

している。普段の学習中の発表やグループ活動などで意識させるようにしているが、今回行うお

すすめ紹介会でも、その学習効果を高めるために、聞き手を意識した話し方や話し手の意図を考

えながら聞く態度に気をつけさせていきたい。 

 ○漢文にふれる機会をふやす 

  ・単元に入る前から『漢文に親しもう』を持たせ、日々の音読の課題として活用していく。教科書

の構成を参考にし、書き下し文と現代語訳、理解を助ける写真などを載せるようにする。また、「声

に出そう はじめての漢詩（汐文社）」や「子ども版 声に出して読みたい日本語（草思社）」など

をもとに、作者や作品の背景についてわかりやすくまとめた文章も合わせて載せることで、難し

いと敬遠する児童が親しみを持てるように工夫する。 

・教室内に参考にした書籍など、児童にとってわかりやすく解説されたものを置いておくことで、

児童の興味関心に応じて他の作品も手に取ることができる機会を作るようにする。 

○お気に入りチェック表の活用 

  ・『漢文に親しもう』の中から作品を選ぶ際、観点をあたえることで気に入った理由を言葉にしやす

くなるだろうと考えた。そこで、①言葉の響きやリズムがいい ②考え方に共感できる の２つを

提示し、５段階で記入させていくチェックカードを活用することを考えた。また、一言感想を書

けるようにしておくことで、何となくではなく、その子なりの理由が持てるようにしていきたい。 

① 漢文の書き下し文を、言葉の響きやリズムのよさを感じながら音読や暗唱をする。 

② お気に入りの作品の良さが伝わるように、工夫して音読や暗唱をする。 



５ 児童の実態（略） 

 

６ 単元の指導計画（全５時間） 

時 学 習 活 動 指導や評価の手立て ◇評価 

１ 

○教師の例示をもとに、「漢文を楽しむ会」で気に入った 

作品を伝え合う、という学習の見通しを持つ。 

○学習計画を立てる。 

○「春暁」の読み方を確かめながら書き下し文を音読する。 

○ＮＨＫ「おはなしのくに『春暁』」を視聴する。 

○漢字辞典で意味を調べたり現代語訳を確かめたりして、 

情景を想像する。その情景を絵で表し、交流する。 

○お気に入りチェック表に、お気に入り度を記入する。 

・教師の例から、発表の形を具体的に

つかませることで、単元の見通しを

持たせる。 

・映像資料を通して、作品の背景や中

国語での読み方などを知らせ興味を

引き出すようにする。 

◇漢文の書き下し文の言葉の響きやリ

ズムのよさを楽しみながら、進んで

音読するとともに、「春暁」の内容の

大体を知り、音読しようとしている。            

（観察から） 

２ 

○前時を振り返り、音読する。 

○「静夜思」「春夜」の読み方を確かめながら書き下し文 

 を音読する。 

○現代語訳を確かめ、２つの詩の夜の情景を比べながら想 

像し、感想を交流する。 

○「論語」の一節の読み方と現代語訳を確かめながら音読 

し、昔の人のものの見方、感じ方を知る。 

○お気に入りチェック表に、お気に入り度を記入する。 

・さまざまな音読の仕方をさせること

で、飽きずに何度も声に出して読め

るようにする。 

・交流は少人数で行わせるとともに、

簡単な流れを示しておくことで、意

見を述べやすくする。 

◇昔の人との共通点や違いに関心を持

ち、進んで音読するとともに、それ

ぞれの作品の内容の大体を知り、音

読しようとしている。（観察から） 

朝
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○『漢文に親しもう』の作品を音読し、チェック表にお気 

 に入り度を記入する。 

 

３ 

○前時を振り返り、音読する。 

○チェック表を確かめたり音読や暗唱を楽しんだりしな 

がら、気に入った作品を選ぶ。 

○選んだ作品に対する自分の考えを付箋に書く。同じ作品 

を選んだ３、４人でグループを作り、「お気に入り交流 

会」を行い、考えを交流する。 

○「楽しむ会」での発表の方法について、見通しを持つ。 

・付箋に考えを書かせる際には、観点

を示すことで交流がスムーズに進む

ようにする。 

・同じお気に入りを選んだ友達とグル

ーピングすることで、さまざまな感

じ方があることをつかませるととも

に、苦手な児童も主体的に学習に参

加できるように配慮する。 

◇同じ作品を選んだメンバーと交流

し、感じ方に共通点や違いがあるこ

とを理解している。（観察から） 
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４ 

○グループごとに紹介の仕方を工夫したり例示の中から 

選んだりして、「楽しむ会」の準備をする。（１つの班 

３分程度の発表） 

・グループでの音読、暗唱の練習 ・お気に入りに選んだ 

理由・感想（リズムの良さ・共感・好きな言葉など） 

・昔と今の感じ方の共通点や違い ・情景を絵で表す 

・自分の経験や生き方と比べて ・作者についての紹介 

・同じ作者の別の作品  など 

○グループごとに発表練習をする。 

・教師の例や感想を書く際の視点を掲

示しておくことで、児童が参考にで

きるようにする。 

・魅力がより伝わるように、選んだ作

品の音読（暗唱）を取り入れるよう

に助言する。 

◇選んだ漢文の魅力が伝わるような発

表にするために、すすんで準備をし

ている。（観察から） 

５ 

○「漢文を楽しむ会」を行う。 

○発表に対し、感想を言ったり書いたりする。 

○他作品を選んだグループの発表を聞くことで、多様な 

感じ方や考え方があることをつかむ。  （本時） 

・聞き手には、旗をあげさせたり感想

を発表させたりすることで、他作品

も楽しもうとする意欲を持たせる。 

・話し方や聞き方などを意識した会に

なるように助言する。 

◇自分たちの選んだ作品を楽しみなが

ら音読するとともに、友達が選んだ

作品の良さを感じ取っている。 

（ワークシート・観察から） 

 

７ 本時の目標と展開（５／５） 

（１）本時の目標 

 ・自分のお気に入りの作品について紹介したり友達の紹介を聞いたりして、作品の良さを味わおうと 

する。                               （関心・意欲・態度） 

・作品の良さについて、音読練習を生かし発表するとともに、友達の発表にふれ、漢文の響きや昔の 

人の思いを楽しむことができる。         （伝国・言語についての知識・理解・技能） 

 

（２）本時の学習活動 

  本時は、単元のまとめとして位置づけた「漢文を楽しむ会」を行う時間である。同じ作品をお気に 

に入りに選んだ友達とグループを作り、その良さが伝わるように紹介する。ここでの「良さ」とは、 

チェック表での観点（①言葉の響きやリズムの良さ ②自分の感じ方との共通点や違い）が中心となる。

発表したり紹介を聞いたりする中で、それらを楽しみながら味わわせていきたい。発表方法はグルー

プごとに違いがあるが、音読を多く入れるように発表の流れを工夫した。個人やグループでの音読や

暗唱とともに、クラス全員で声をそろえての音読も取り入れることで、声に出すことで漢文のもつ魅

力を感じ取らせていきたい。また気持ちの良い会にできるように、聞き方や話し方について、十分な

声かけをしていきたい。 
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（３）本時の展開（５時間扱いの５時間目） 

学習活動  指導や支援の手立て ◇評価 

○ 本時の学習内容を確認する。 

 

 

 

 

 

○「楽しむ会」をもっと楽しむためのポイントを

確認する。 

 

 

 

 

○ グループごとに前に出て、自分たちの選んだ

作品の魅力を紹介する。 

 

・ぼくたちの気に入った漢文を紹介します。それは  

「春夜」です。春の夜のさみしい感じが出るように暗

唱するので、聞いてください。「…。」（拍手） 

次は、みなさんも一緒に読んでください。「…。」 

ぼくは、１行目の「春宵一刻値千金」のところが特 

に気に入りました。なぜかというと、春の夜という時

間を、お金に例えているところが面白いからです。 

  わたしは、このさみしい春の夜の様子を絵に表してみ

ました。音読に合わせて見せます。 どうでしたか？ 

リズム良く音読できて、すぐに覚えてしまうので、

みなさんも暗唱してみてください。 

最後にもう一度、音読します。「…。」これで発表を

終わりにします。ぼくたちの紹介した作品もいいな、

と思った人は、旗をあげてください。 

 

 

 

・ぼくたちの気に入った漢文は、「探春」です。声に出

して読むと、リズムが良くてすらすら読めるからです。

音読してみます。「…。」（拍手） 
  次は、みなさんも一緒に読んでください。「…。」 

  ぼくが気に入ったのは、春を探している一生懸命さ 

と、身近なところで見つけられたうれしさが伝わって

くるところです。探していたものがやっと見つけられ

た時の気持ちは、今も昔も同じなのかなと思いました。 

 戴益と言う人の作品が他にもあれば読んでみたいと

思いました。見つけた人は、ぜひ教えてください。 

最後にもう一度、音読します。「…。」これで発表を

終わりにします。ぼくたちの紹介した作品もいいな、

と思った人は、旗をあげてください。 

 

 

○本時は、お気に入りの作品が同じメンバー

で構成したグループごとの紹介を聞く「漢

文を楽しむ会」を行うことで、漢文の魅力

を味わう時間であることを確認する。 

 

 

○友達と共感できるうれしさや違いを知る

面白さがあることに触れ、そのような視点

で聞き合いができるよう、声かけをする。 

○話し方・聞き方、マナーなどについて、掲

示物を示し、意識できるようにする。 

 

○グループの人数は、児童の実態や思いを尊

重して柔軟に決め（１～５名）、自分の考

えを自分の言葉で伝えられるようにする。 

○発表の中に音読をする場面を多く作るこ

とで、学級全体が漢文に親しむことができ

るようにする。 

○音読では、作品のよさが伝わる読み方を考

えさせて行わせる。その際、実態を考慮し

ながら、個人かグループかを選択させる。 

○発表する作品を模造紙に書いたものを黒

板に掲示させることで、全体で音読しやす

い場をつくる。 

○情景を表した絵などを紹介する際には、画

用紙に書かせておくことで、見やすさを意

識させる。 

○聞き手の児童には、はなまるを書いた旗を

持たせておく。発表を聞いて共感し、「そ

の作品もいいな。」と感じたときには、発

表後に旗を振らせることで、共感的な雰囲

気の聞き合いとなるようにする。 

○作品の楽しみ方はそれぞれであり、共感し

たり違いを感じたりすることにより、さら

に深く味わえるようになることを全体で

おさえる。 

「漢文を楽しむ会」を開き、いろいろな漢文を楽しもう。 



 

・ぼくたちの気に入った漢文は、論語の「生きる上で 

大切なこと」です。音読してみます。「…。」（拍手） 

次は、みなさんも一緒に読んでください。「…。」 

わたしは、思いやりを一番大切にしなければならな

いという考えが好きなので、この作品をお気に入りに

選びました。これからは、友達や家族のことをもっと

大事にして生活していきたいと思いました。 

ぼくは、この考えを２０００年以上前の人が言って

いたのを知って驚きました。孔子の考えは、今の人た

ちにとっても大切なことだと思います。他の言葉もも

っと調べてみたいです。 

最後にもう一度、音読します。「…。」これで発表を

終わりにします。ぼくたちの紹介した作品もいいな、

と思った人は、旗をあげてください。 

 

○ 「楽しむ会」を振り返って、プリントに感想

を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 漢文をいくつか音読し、学習のまとめをする。 

○発表ごとに、１、２名に感想を発表させ、

様々な感じ方があることをつかませる。 

 

◇自分の選んだ作品を、音読したり紹介した

りして、その良さを感じている。 

（観察から） 

 

 

 

 

 

 

○感想の記述とともに、学習を通して漢文に

親しめたかどうかを３段階で自己評価さ

せるようにする。 

○リズムや言葉の響き、昔の人のものの見方 

感じ方に触れているものをいくつか発表

させる。 

◇自分や友達の発表から、さまざまな作品の 

良さを感じ、漢文を楽しんでいる。 

（観察・感想から） 

 

○改めて音読してみたい作品を発言させ、そ

れを全員で音読することで、リズムの良さ

や言葉の響きを味わわせ、漢文への親しみ

を感じ取らせる。 

 



 

   

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 

 

人
生
は
、
ど
う
進
む
の
？ 

 

友
達
を
大
切
に
し
よ
う
！ 

 

テ
ス
ト
が
帰
っ
て
き
た
ら
・
・ 

 

い
じ
め
を
見
つ
け
た
ら
・
・ 

  

む
か
し
の
こ
と
を
学
ぶ
理
由 

生
き
る
上
で
必
要
な
こ
と 

 
 

探 

春 

 
 

春 

望 

 
 

江
南
の
春 

 
 

春 

夜 

 
 

静
夜
思 

春 

暁 
題 

名 

            

言
葉
の
ひ
び
き 

リ
ズ
ム
が
い
い 

            

作
者
の
考
え
が 

よ
く
わ
か
る
！ 

            

ひ
と
こ
と
感
想 

漢
文 

お
気
に
入
り
チ
ェ
ッ
ク
表 

10 11 12 

（
５
点
～
１
点
で
お
気
に
入
り
度
を
チ
ェ
ッ
ク
！
） 



   
昔
の
中
国
の
書
き
言
葉
を
、
「
漢
文
」
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昔
の
中
国
の
詩
で
す
。 

             

   

も
ち
ろ
ん
、
も
と
は
日
本
語
で
は
な
く
中
国
語
で
す
。
し
か
し
、
日
本
語
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、 

漢
字
を
読
む
順
序
を
変
え
た
り
送
り
が
な
を
お
ぎ
な
っ
た
り
工
夫
し
て
、
日
本
人
は
漢
文
に
親
し
ん
で
き
ま
し
た
。 

う
ら
の
ペ
ー
ジ
は
、
も
と
の
詩
で
す
。
昔
の
人
が
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
た
の
か
、
見
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

春
の
明
け
方 

 春
の
ね
む
り
の
こ
こ
ち
よ
さ
に
、 

夜
が
明
け
た
の
も
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。 

あ
ち
こ
ち
か
ら
、 

鳥
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。 

昨
夜
、
風
や
雨
の
音
が
聞
こ
え
て
い
た
。 

花
は
い
っ
た
い
、
ど
れ
く
ら
い 

落
ち
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

春
し
ゅ
ん 

暁
ぎ
ょ
う 

 
 

孟 も

う

浩
然

こ

う

ね

ん 

 

春
眠

し
ゅ
ん
み
ん 

暁
あ
か
つ
き

を 

覚 お
ぼ

え
ず 

処
処

し

ょ

し

ょ

に 

啼 て

い

鳥
ち
ょ
う

を 

聞 き

く 

夜
来

や

ら

い 

風
雨

ふ

う

う

の 

声 こ

え 

花 は

な 

落 お

つ
る 

こ
と 

知 し

る 

多 た

少
し
ょ
う 

 



              
 

    

 

        

春 

暁 

孟
浩
然 

 

春

眠

不

覚

暁 
処

処

聞

啼

鳥 
夜

来

風

雨

声 

花

落

知

多

少 

☆ 

こ
ん
な
工
夫
を
発
見
し
た
よ
！

 

 

 

孟
浩
然
（
六
八
九
～
七
四
〇
） 

 
 

役
人
に
な
ろ
う
と
、
何
回
も
試
験
を 

 

受
け
ま
し
た
が
、
合
格
す
る
こ
と
は 

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
自
然
の
様
子
を
詩
に
表
す
こ
と
が 

と
て
も
上
手
な
詩
人
で
す
。 

 

春
は
、
寒
さ
が
や
わ
ら
い
で
、
ポ
カ
ポ
カ
あ
た
た
か
く
な
っ
て

く
る
季
節
で
す
。
み
な
さ
ん
も
、
あ
ま
り
に
気
持
ち
が
よ
く
て
、

「
も
っ
と
ね
て
い
た
い
の
に
。
」
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
か
。 

こ
の
詩
は
、
春
の
ね
む
り
の
心
地
よ
さ
と
、
鳥
や
花
に
か
こ
ま

れ
な
が
ら
の
目
覚
め
の
様
子
を
よ
ん
で
い
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し

た
朝
の
時
間
に
、
「
そ
う
い
え
ば
昨
日
の
雨
で
、
ず
い
ぶ
ん
花
が 

散
っ
た
の
か
な
。
」
と
花
の
心
配
を
し
て
い
ま
す
。
何
だ
か
お
だ
や

か
な
気
持
ち
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A7dPeC3jVE9VDmAAUDmU3uV7/SIG=12pq37pkp/EXP=1431348835/**http:/album.udn.com/community/img/PSN_PHOTO/gladys99/f_5003724_1.jpg


                           

☆
「
春
暁
」
を
読
ん
で
、
思
い
浮
か
べ
た
様
子
を 

絵
に
表
し
て
み
よ
う
。 

☆
「
春
暁
」
を
読
ん
で
、
感
じ
た
こ
と
を 

 

書
い
て
み
よ
う
。 



                           

春
し
ゅ
ん 

夜 や 
 

 
 

蘇
軾

そ

し

ょ

く 

 
春
宵

し
ゅ
ん
し
ょ
う 

一
刻

い

っ

こ

く 

値
あ
た
い 

千
金

せ

ん

き

ん 

花
は

な

に 
清

せ

い

香
こ

う 

有 あ

り 

月
つ

き

に 

陰
か

げ 

有 あ

り 

歌 か

管
か

ん 

楼
ろ

う

台
だ

い 
声

こ

え 

細
さ

い

細
さ

い 

鞦
韆

し

ゅ

う

せ

ん 

院
落

い

ん

ら

く 

夜
よ

る 
沈
沈

ち

ん

ち

ん 

 

春
の
夜 

春
の
夜
の
ひ
と
時
は
、
千
金

せ
ん
き
ん

の
ね
う
ち
が
あ
る
。 

か
ぐ
わ
し
い
花
の
香
り
が
た
だ
よ
い
、 

月
は
お
ぼ
ろ
に
か
す
ん
で
い
る
。 

歌
や
笛
の
音
は
、
高
殿

た
か
ど
の

に
か
す
か
に
ひ
び
き
、 

ブ
ラ
ン
コ
の
あ
る
中
庭
に
、
夜
が
静
か
に
ふ
け
て
い
く
。 

※千金・・・とても価値がある。 

       何ものにもかえられない 

※かぐわしい・・うっとりするような、いいにおい 

※おぼろに・・ぼんやりと 

※高殿・・・高い建物 



                           

 

蘇
軾
（
一
〇
三
六
～
一
一
〇
一
） 

 
 

詩
だ
け
で
は
な
く
、
文
章
を
書
く
こ
と
も 

得
意
で
し
た
。
そ
れ
に
、
書
道
や
絵
も
上
手
。 

す
ご
い
人
で
す
ね
。 

 

 

み
な
さ
ん
は
、
好
き
な
季
節
や
時
間
が
あ
り
ま
す
か
。
作
者
に
と
っ
て
、

そ
れ
は
春
の
夜
で
あ
り
、
お
金
に
す
る
と
千
金
に
な
る
と
言
っ
て
い
ま

す
。
今
で
も
、
す
ば
ら
し
い
夜
景
の
こ
と
を
「
百
万
ド
ル
の
夜
景
」
と
言

っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。 

美
し
い
花
の
よ
い
香
り
、
か
す
ん
で
見
え
る
月
。
歌
や
笛
の
音
が
か
す

か
に
聞
こ
え
て
、
つ
い
さ
っ
き
ま
で
春
の
夜
を
楽
し
ん
で
い
た
様
子
が 

感
じ
ら
れ
ま
す
。
月
の
光
に
照
ら
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
コ
が
ポ
ツ
ン
と
下
が
っ

て
い
る
さ
み
し
さ
も
、
悪
く
な
い
感
じ
が
し
ま
せ
ん
か
。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Su_shi.jpg


                           

静
夜
思

せ

い

や

し 
 

 

李 り

白
は

く 

 

牀
し
ょ
う

前
ぜ

ん 

月
光

げ

っ

こ

う

を 

看 み

る 

疑
う
た
が

う
ら
く
は 

是 こ

れ 

地
上

ち

じ

ょ

う

の 

霜
し

も

か
と 

頭
こ
う
べ

を 

挙 あ

げ
て 

山
さ

ん

月
げ

つ

を 

望
の

ぞ

み 

頭
こ
う
べ

を 

低 た

れ
て 

故
郷

こ

き

ょ

う

を 

思
お

も

う 

 

静
か
な
夜
の
も
の
思
い 

 

寝
台
の
前
に
さ
し
こ
む
月
光
を
見
て
、 

地
上
に
お
り
た
霜
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。 

頭
を
あ
げ
て
、
山
の
は
し
に
か
か
る
月
を
望
み
、 

頭
を
た
れ
て
、
故
郷
の
こ
と
を
思
っ
た
。 

※もの思い・・あれこれ考えること 

※寝台・・・ベッド 

※望む・・・遠くを見る 

 



                           

☆
二
つ
の
夜
の
詩
を
読
ん
で
、
同
じ
と
こ
ろ
や
ち
が
う
と
こ
ろ
は
あ
る
か
な
。 

 

李
白
（
七
〇
一
～
七
六
二
） 

 
 

中
国
各
地
を
旅
し
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
と 

出
会
っ
た
り
別
れ
た
り
し
た
こ
と
を
詩
に
し
ま
し
た
。 

 
 

孟
浩
然
さ
ん
と
友
人
で
、
詩
の
先
生
と
し
て
、
尊
敬 

し
て
い
た
そ
う
で
す
。 

 

こ
の
詩
は
、
前
半
の
二
行
で
目
の
前
の
景
色
を
う
た
い
、

後
半
の
二
行
で
作
者
の
気
持
ち
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。 

 
夜
中
に
、
ふ
と
目
を
覚
ま
し
た
と
こ
ろ
、
白
い
月
の
光
が

さ
し
こ
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
頭
を
あ
げ
る
と
、
山
の
上 
 

に
は
さ
び
し
げ
な
秋
の
月
。
そ
れ
を
な
が
め
て
い
る
と
、 

 

ふ
る
さ
と
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
す
ぐ
に
は
ふ
る
さ
と
へ
は
帰
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
思

う
と
、
自
然
と
頭
が
た
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。 

 

李
白
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
で
も
、
同
じ
よ
う
な
風
景
が
見
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JuNG.TSU9V41oAMW2U3uV7/SIG=12je1lgf7/EXP=1431345939/**http:/livedoor.blogimg.jp/kanbuniinkai10/imgs/7/e/7e77ec7b.png


                           

江
南

こ

う

な

ん

の
春

は

る 
 

 

杜 と

牧
ぼ

く 

 
千

せ

ん

里 り 

鶯
う
ぐ
い
す 

啼 な

い
て 

緑
み
ど
り 

紅
く
れ
な
い

に 

映
え

い

ず 

水
村

す

い

そ

ん 
山

さ

ん

郭
か

く 

酒
旗

し

ゅ

き

の 

風
か

ぜ 

南
朝

な

ん

ち

ょ

う 

四
百
八
十
寺

し

ひ

ゃ

く

は

っ

し

ん

じ 

多
少

た

し

ょ

う

の 

楼
台

ろ

う

だ

い 

烟
え

ん

雨 う

の 

中
う

ち 

 

江
南
の
春 

 

見
わ
た
す
か
ぎ
り
の
風
景
の
中
、
う
ぐ
い
す
が
鳴
き
、 

木
々
の
緑
と
花
の
赤
と
が
、
美
し
く
照
り
映
え
て
い
る
。 

川
辺
の
村
や
山
間
の
村
が
見
え
、
酒
屋
の
の
ぼ
り
が 

春
風
に
は
た
め
い
て
い
る
。 

思
え
ば
、
南
朝
の
昔
、
こ
の
地
に
は
多
く
の
美
し
い
寺
が 

立
ち
並
ん
で
い
た
の
だ
な
。 

そ
の
な
ご
り
が
感
じ
ら
れ
る
た
く
さ
ん
の
高
殿
が
、 

春
雨
の
中
に
か
す
ん
で
い
る
。 

 

 

のぼり（旗） 

※江南・・・中国にある、あたたかい地方 

※のぼり・・・竹につけた旗 

※南朝・・・中国の昔の時代 

※高殿・・・高い建物 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JvTixbOldVmXcAkIGU3uV7/SIG=137f1hlfd/EXP=1431866331/**http:/www.jinjanobori.info/images/pickup/jinjanobori/NISHIKI_jinjanobori_000-1.jpg


                           

 

杜
牧
（
八
〇
三
～
八
五
三
） 

 
 

役
人
の
試
験
に
合
格
し
、
立
派
に
仕
事
を
し
た
人 

 

だ
そ
う
で
す
。
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
た
詩
が
多
く
、 

江
戸
時
代
の
人
々
に
も
多
く
読
ま
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

 

中
国
の
江
南
地
方
の
、
の
ど
か
な
春
景
色
を
う
た
っ
た
詩
で
す
。

前
半
に
う
た
わ
れ
て
い
る
明
る
い
農
村
の
風
景
と
、
後
半
の
昔
の 

町
の
風
景
、
そ
の
２
つ
の
風
景
が
絵
み
た
い
に
頭
に
浮
か
ん
で
く
る

よ
う
で
す
。 

 

ど
こ
か
か
ら
聞
こ
え
る
う
ぐ
い
す
の
声
。
若
葉
の
緑
と
真
っ
赤
な

花
の
色
。
耳
と
目
で
感
じ
た
こ
と
が
、
詩
の
中
に
上
手
に
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
ね
。 

 

の
ど
か
な
春
の
景
色
の
中
に
、
古
い
も
の
を
な
つ
か
し
ん
で
い
る

作
者
の
思
い
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
詩
で
す
。 

 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JvTizvNFNVZ3gAGj.U3uV7/SIG=12o96c8kp/EXP=1431602799/**http:/www.qipaoxian.com/uploads/allimg/131125/1-131125154514325.jpg
http://nbmyzk.exblog.jp/iv/detail/index.asp?s=12398979&i=201003/31/87/e0108787_875111.jpg


                           

春
し
ゅ
ん

望
ぼ

う 
 

杜 と

甫 ほ 
 国

く

に

破
や

ぶ

れ
て
山

さ

ん

河 が

在 あ

り 

城
し

ろ

春
は

る

に
し
て
草

そ

う

木
も

く

深
ふ

か

し 

時
と

き

に
感

か

ん

じ
て
は
花

は

な

に
も
涙

な
み
だ

を
濺

そ

そ

ぎ 

別
わ

か

れ
を
恨

う

ら

ん
で
は
鳥

と

り

に
も
心

こ

こ

ろ

を
驚

お

ど

ろ

か
す 

烽
ほ

う

火 か

三
さ

ん

月
げ

つ

に
連

つ

ら

な
り 

家
書

か

し

ょ

万
金

ば

ん

き

ん

に
抵

あ

た

る 

白
は

く

頭
と

う

掻 か

け
ば
更

さ

ら

に
短

み

じ

か

く 

渾
す

べ

て
簪

し

ん

に
勝 た

え
ざ
ら
ん
と
欲

ほ

っ

す 
 

 

春
の
な
が
め 

 

都
は
戦
い
で
こ
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、 

山
や
川
は
昔
の
と
お
り
に
残
っ
て
い
る
。 

こ
の
城
も
、
春
は
来
た
け
れ
ど
、 

草
木
が
た
く
さ
ん
生
え
て
い
る
の
み
で
、
人
か
げ
も
見
え
な
い
。 

つ
ら
く
苦
し
い
時
代
を
感
じ
て
は
、
花
を
見
て
も
涙
を
流
し
、 

家
族
と
の
別
れ
を
う
ら
ん
で
は
、 

鳥
の
鳴
き
声
を
聞
い
て
も
心
が
痛
む
。 

戦
乱
が
３
ヶ
月
も
続
い
て
い
る
中
で
、 

家
族
か
ら
の
手
紙
は
大
金
と
同
じ
ぐ
ら
い
貴
重
だ
。 

し
ら
が
頭
を
か
け
ば
、
そ
の
た
び
に
髪
の
毛
が
短
く
な
っ
て
、 

冠
か
ん
む
り

を
と
め
て
お
く
ピ
ン
さ
え
も
つ
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 



                           

 

杜
甫
（
七
一
二
～
七
七
〇
） 

 
 

代
々
、
役
人
や
学
者
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
が
、 

 

役
人
の
試
験
に
は
合
格
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 

戦
争
で
と
ら
わ
れ
の
身
と
な
っ
た
と
き
、
都
が

は
か
い
さ
れ
て
い
く
の
を
、
と
て
も
悲
し
ん
だ 

そ
う
で
す
。 

 

『
国

く
に

や
ぶ
れ
て 

山
河

さ

ん

が

あ
り
、
城

し
ろ

春
は
る

に
し
て 

草
木

そ
う
も
く

深
ふ
か

し
』
の 

部
分
は
、
リ
ズ
ム
感
が
あ
り
、
日
本
で
も
昔
か
ら
口
に
さ
れ
て
き

た
名
句

め

い

く

で
す
。 

 

い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
自
然
に
対
し
て
、
あ
っ
け
な
く
こ
わ

れ
て
し
ま
う
人
間
の
世
界
。
平
和
で
あ
れ
ば
心
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
「
花
」
や
「
鳥
」
が
、
戦
い
の
世
の
中
と
な
る
と
、
反
対
に

悲
し
み
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
ね
。 

 

年
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
自
分
へ
の
悲
し
み
だ
け
で
な
く
、
国
の

平
和
を
ね
が
っ
た
作
者
の
心
情
が
、
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JvW2Pf8FVVNgIAhhGU3uV7/SIG=12uvonlgd/EXP=1431781983/**http:/www.people.com.cn/mediafile/pic/20120328/15/9444833764153693519.jpg


 
 
 

 
 
 

                         

探
た

ん

春
し

ゅ

ん 
 

戴
た

い

益
え

き 
 

終
し
ゅ
う

日
じ

つ 
春

は

る

を
尋

た

ず

ね
て 

春
は

る

を
見 み

ず 

杖
じ
ょ
う

藜
れ

い 

踏 ふ

み
破

や

ぶ

る 

幾
い

く

重
ち
ょ
う

の
雲

く

も 

帰
か

え

り
来

き

た

り
て 
試

こ
こ
ろ

み
に 

梅
ば

い

梢
し
ょ
う

を
把 と

っ
て 

見 み

れ
ば 

春
は

る

は
枝 し

頭
と

う

に
在 あ

り
て 
既

す

で

に
十

じ

ゅ

う

分
ぶ

ん 

  

 
 

 

春
を
さ
が
す 

 

一
日
中
春
を
探
し
た
が
、
春
ら
し
い
風
景
を 

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

杖 つ
え

を
つ
き
、
山
の
中
を
か
き
わ
け
歩
い
た
が
、 

た
だ
、
つ
か
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。 

家
に
帰
っ
て
、
何
気

な

に

げ

な
く
梅
の
枝
を
と
っ
て
み
る
と
、 

い
つ
の
ま
に
か
、
つ
ぼ
み
も
ふ
く
ら
み
、 

春
の
訪
れ
を
み
せ
て
い
た
。 

 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JuNGpU.1VVWkAAzkqU3uV7/SIG=11mfar5qu/EXP=1431784660/**http:/jyogen.kt.fc2.com/ume10.jpg


                           

 

作
者
の
「
戴

た
い

益
え
き

」
と
い
う
人
の
こ
と
は
、
く
わ
し
く
は
わ
か
っ
て

い
な
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、
詩
も
こ
の
一
つ
だ
け
な
の
で
す
が
、 

 

そ
れ
で
も
す
ば
ら
し
い
の
で
、
有
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
が
し
て
も
見
つ
け
ら
れ
な
い
、
と
い
う
残
念
さ
。
わ
か
り
ま
す

よ
ね
。
そ
れ
だ
け
に
、
見
つ
け
た
と
き
の
う
れ
し
さ
は
、
き
っ
と
大
き
か

っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
小
さ
な
つ
ぼ
み
で
あ
っ
て
も
。 

 

さ
が
し
て
い
る
大
切
な
も
の
は
、
身
近
に
あ
る
か
も
。
た
と
え
ば
、「
春
」

を
「
し
あ
わ
せ
」
と
読
み
変
え
て
み
る
と
、
ま
た
ち
が
う
味
わ
い
方
が
で
き

ま
す
ね
。 

 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JuNH2j.1VV3k4AGkmU3uV7/SIG=13l7cnrku/EXP=1431784739/**http:/thumbnail.image.rakuten.co.jp/@0_mall/zouka/cabinet/osyougatu/syougatuhana/img57892721.gif


  
 

次
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
、「
論
語

ろ

ん

ご

」
と
い
う
本
の
一
節
で
す
。 

論
語
に
は
、
孔
子

こ

う

し

と
い
う
人
が
お
弟
子
さ
ん
た
ち
に
話
し
た
言
葉
が 

書
か
れ
て
い
ま
す
。
短
い
文
章
の
中
に
、
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で 

た
め
に
な
る
言
葉
や
教
え
が
た
く
さ
ん
の
っ
て
い
ま
す
。 

声
に
出
し
て
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。 

                  

 

孔
子
（
前
五
五
二
～
前
四
七
九
） 

 
 

孔
子
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
生
ま
れ
る
よ
り

五
〇
〇
年
以
上
も
前
に
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
、
た
く

さ
ん
の
教
え
を
残
し
た
人
で
す
。 

 
 

家
は
貧
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
一
生
け
ん
め
い
勉

強
し
て
、
人
は
ど
う
生
き
る
べ
き
か
、
理
想
の
政
治

と
は
ど
ん
な
も
の
か
、
人
々
に
教
え
ま
し
た
。
そ
の

教
え
を
聞
く
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
弟
子
た
ち
が 

集
ま
っ
た
そ
う
で
す
。 

子 し

曰 い

わ
く
、 

其 そ

れ
恕

じ

ょ

か
。 

己
お

の

れ

の
欲

ほ

っ

せ
ざ
る
所

と

こ

ろ

を
、 

人
ひ

と

に
施

ほ

ど

こ

す
こ
と
な
か
れ
。 

お
弟
子
さ
ん
の
質
問 

「
先
生
、
死
ぬ
ま
で
大
切
に
し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
こ
と
と
は
何
で
す
か
。」 

 孔
子
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。 

「
そ
れ
は
、
思
い
や
り
で
あ
る
。 

 

自
分
が
の
ぞ
ま
な
い
こ
と
は
、 

 
人
に
や
っ
て
は
い
け
な
い
。」 

※
子
（
先
生
）
と
は
、
孔
子
の
こ
と
で
す
。 

 

こ
れ
は
、
す
ご
く
簡
単
な
こ
と
で
す
が
、
大
人
で
も
な
か
な

か
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
み
な
さ
ん
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
、
と
っ
て
も
立
派
な
こ
と
で
す
。 

い
つ
も
、「
自
分
が
や
ら
れ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
？
」
と
思
っ

て
、
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
し
て
あ
げ
て
、
い
や
な
こ
と
は
し

な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。 

 

生
き
る
上
で
大
切
な
こ
と 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JuMH0BdFhVLG0A0AWU3uV7/SIG=12k8dsn7e/EXP=1431946625/**http:/www.singpao.com/sh/cbdy/201310/W020131020085204034179.jpg


                           

子 し

曰 い

わ
く
、 

故
ふ

る

き
を
温

た

ず

ね
て
新

あ

た

ら

し
き
を
知 し

る
、 

以 も

っ
て
師 し

と
為 な

る
べ
し
。 

 

孔
子
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。 

 

「
ま
ず
は
、
古
い
こ
と
を
よ
く
勉
強
し
、 

 

そ
こ
か
ら
、
今
の
世
に
も
役
立
つ
も
の
を 

 

知
る
こ
と
だ
。 

 

そ
う
す
れ
ば
、
人
の
先
生
に
な
れ
る
だ
ろ
う
。」 

 
む
か
し
の
こ
と
を
学
ぶ
理
由 

 

「

温
故
知
新

お
ん
こ
ち
し
ん

」
と
い
う
四
字
熟
語
に
な
っ
て
い
る
く
ら
い
、 

有
名
な
言
葉
で
す
。
な
ぜ
有
名
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、 

 

勉
強
す
る
本
当
の
意
味
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

 

む
か
し
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
と
、
新
し
い
発
明
も
生
ま

れ
ま
せ
ん
。
新
し
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、

ま
ず
は
、
古
い
こ
と
が
必
要
な
ん
で
す
ね
。 



                           

子 し

曰 い

わ
く
、 

義 ぎ

を
見 み

て
為 せ

ざ
る
は
、 

勇
ゆ

う

な
き
な
り
。 

 

孔
子
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。 

 

「
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を 

目
の
前
に
し
な
が
ら
、 

 

何
も
し
な
い
の
は 

勇
気
の
な
い
人
間
で
あ
る
。」 

 

み
ん
な
は
、
目
の
前
で
だ
れ
か
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
ら
、

ど
う
し
ま
す
か
？ 

 

困
っ
て
い
る
人
を
見
て
し
ら
ん
ぷ
り
す
る
の
は
、「
事
な
か

れ
主
義
」
と
い
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
と
な
り
の
国
で
戦
争

が
あ
っ
て
も
、
み
ん
な
「
知
ら
な
い
」
と
い
う
で
し
ょ
う
。 

そ
ん
な
世
の
中
に
し
た
い
と
、
み
ん
な
は
思
い
ま
す
か
？ 

 

い
じ
め
を
見
つ
け
た
ら
・
・ 



                           

子 し

曰 い

わ
く
、 

過
あ

や

ま

ち
て
改

あ

ら

た

め
ざ
る
、 

こ
れ
を
過

あ

や

ま

ち
と
い
う
。 

お
弟
子
さ
ん
の
質
問 

「
先
生
、
『
あ
や
ま
ち
』
と
は
、
な
ん
で
す
か
。」 

 孔
子
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。 

 

「
だ
れ
で
も
、
ま
ち
が
う
こ
と
は
あ
る
。 

 

し
か
し
、
ま
ち
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
に
、
反
省
し
な
い
で 

 

直
そ
う
と
し
な
い
。
こ
れ
が
本
当
の
あ
や
ま
ち
で
あ
る
。」 

 

テ
ス
ト
が
返
っ
て
き
た
ら
、
ち
ゃ
ん
と
見
直
し
て
、
も
う
一

度
や
り
直
し
て
い
る
か
な
。
同
じ
ま
ち
が
い
を
大
人
に
な
っ

て
し
て
い
た
ら
、
進
歩
が
な
い
ね
。 

だ
か
ら
、
ま
ち
が
え
て
し
ま
っ
て
も
落
ち
こ
ま
な
い
！ 

も
う
一
回
や
っ
て
、
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に
し
て
お
く
く
せ

を
、
今
の
う
ち
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
２
回
目
に
や
っ

て
ま
ち
が
え
な
け
れ
ば
、
も
う
大
丈
夫
！ 

 

 
テ
ス
ト
が
返
っ
て
き
た
ら
・
・ 



                           

子 し

曰 い

わ
く
、 

朋
と

も

あ
り
遠

え

ん

方
ぽ

う

よ
り
来 き

た
る
、 

ま
た
楽

た

の

し
か
ら
ず
や
。 

 

孔
子
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。 

 

「
友
達
が
自
分
に
会
う
た
め
に
、 

遠
い
と
こ
ろ
か
ら
た
ず
ね
て
き
て
く
れ
る
。 

 

な
ん
と
楽
し
く
う
れ
し
い
こ
と
か
。」 

 
友
達
を
大
切
に
し
よ
う 

 

孔
子
先
生
は
、
友
達
が
遠
く
か
ら
た
ず
ね
て
き

て
く
れ
る
こ
と
を
、
人
生
の
一
番
の
喜
び
に
し
て

い
た
そ
う
で
す
。 

み
な
さ
ん
も
大
人
に
な
っ
た
と
き
、
お
た
が
い

に
会
い
に
行
っ
て
喜
び
合
え
る
よ
う
な
友
達
が 

た
く
さ
ん
つ
く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。 

 

http://wrs.search.yahoo.co.jp/_ylt=A7dPehgqGHBVGEEAUdeDTwx.;_ylu=X3oDMTFvMm10N2ZmBHBhdHQDcmljaARwb3MDMQRwcm9wA2lzZWFyY2gEcXADcWh2BHNjA0RSBHNlYwNzYwRzbGsDaW1n/SIG=16dqlnc59/EXP=1433510378/**http:/image.search.yahoo.co.jp/search?rkf=2&ei=UTF-8&p=%E3%81%AA%E3%81%8B%E3%82%88%E3%81%97+%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88


                           

子 し

曰 い

わ
く
、 

吾 わ

れ
十

じ
ゅ
う

有 ゆ

う

五 ご

に
し
て
学 が

く

に
志

こ
こ
ろ
ざ

す
。 

三
十

さ
ん
じ
ゅ
う

に
し
て
立 た

つ
。 

四
十

し

じ

ゅ

う

に
し
て
惑 ま

ど

わ
ず
。 

五
十

ご

じ

ゅ

う

に
し
て
天
命

て

ん

め

い

を
知 し

る
。 

 

孔
子
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。 

 

「
わ
た
し
は
、
十
五
才
の
と
き
、
学
問
を
志
し
た
。 

 

三
十
才
に
な
っ
て
、
学
問
の
き
そ
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

四
十
才
に
な
っ
て
、
自
信
が
も
て
る
よ
う
に
な
り
、
迷
わ
な
く
な
っ
た
。 

 

五
十
才
に
な
っ
て
、
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
仕
事
が
何
か
を
理
解
で
き
た
。」 

 

人
生
は
ど
う
進
む
の
？ 

 

孔
子
先
生
は
、
十
五
才
の
と
き
、
自
分
は
学
問
で
生
き
て
い
く
ん
だ

と
決
心
し
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
人
の
役
に
立
つ
立
派
な
先
生
に
な
り

ま
し
た
。 

 

何
と
な
く
勉
強
し
て
、
例
え
ば
大
学
に
入
っ
て
も
何
を
し
て
い
い
か

わ
か
ら
な
い
な
ら
、
そ
れ
は
時
間
の
ム
ダ
で
す
よ
ね
。
そ
う
な
ら
な
い

た
め
に
も
、
十
五
才
く
ら
い
に
は
将
来
の
目
標
を
し
っ
か
り
決
め
て
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
し
っ
か
り
勉
強
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。 
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